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論文内容の、要旨

 目的

 高率に発生する大腸癌肝転移に対して，最近は積極

的に肝切除術が行なわれるようになり，大腸癌の治療

成績は向上しつつある．しかし，肝切除後に残肝再発

をみる例が多く，肝切除術の適応を含め，三三再発の

問題が注目されるようになってきた．そこで二二再発

の有無およびそれに関係すると思われる諸因子につい

て検討し，残肝再発のrisk毎ctorを明らかにすること

を目的とした．

 2．対象および方法

 東京女子医大消化器病センターにおいて，肝切除術

を施行した大腸癌肝転移，36例を対象とした．このう

ち，．残肝再発を認めなかった群11例，認めた群25例で

あった．この両群について，残肝再発の因子として，

1）原発大腸癌の脈管（リンパ管，静脈）侵襲，2）肝

切除術の時期，3）H因子（肝転移の程度分類），4）主

転移巣の大きさ，5）転移数，6）手術術式（切除範囲），

7）肝切除時の肝切離面（以下TW）の癌浸潤，を選定

し，比較検討した．

 結果および考察

 1）原発巣の脈管侵襲の有無と残肝再発の有無とは

相関がなかった．

 2）肝切除の時期では，二時性切除（肝転移再発時の

切除）例の残肝再発率は，57．9％（11／19），同時性切

除（原発巣切除と同時に肝切除を施行）例の再発率は

82．4％（14／17）で，異時性切除の方が，残肝：再発を来

しにくい傾向にあるといえた．

 3）H因子では，H、（左葉か右葉のいずれか一方のみ

に転移がある）例の残肝再発率は57．7％（15／26），H2

（両葉にわたって少数散在性に転移がある）の再発率は

100％（10／10）であった．κ2検定で，有意差（p〈0．05）

をもってHIの例の再発が少なかった．

 4）主転移巣の大きさでは，長径5．Ocm以上の再発

率84．6％（11／13），それ以下は60．9％（14．／23）で，

5．Ocm以上のものに三二再発をみる例が多い傾向に
あった．

 5）転移数では，単発群の残肝再発率は55．0％（11／

20），多発群は87．5％（14／16）であり，p＜0．1で，単

発群に残肝再発の少ない，有意な傾向を認めた．

 6）切除範囲では，小範囲切除群の残肝再発率は
55．6％（10／18），広範囲切除群（葉切除以上）は83．3％

（15／18）で，小範囲切除の方が残肝再発の可能性が低

いことを示唆した．

7）TW（一）（肝切離面から1cm以内に癌浸潤を認

めない）群の残肝再発率は65．5％（19／29），TW（＋）

（癌浸潤を認める）群では85．7％（6／7）であった．残

肝：再発の有無と互いに関与していると考えられた．

 残肝再発を少なくするために，肝切除の適応を厳密

にする必要がある．しかし再発の発現機序を考えると，

残存肝に転移巣があったものと推測されることより，

残存肝に対する肝転移診断の重要性が示唆された，ま

た残存肝に対して，肝切除後の積極的な再発防止策の

工夫が必要と考えられた．

 結論

 大腸癌肝転移に対する肝切除後，残肝再発を来しに

くい条件として，1）異時性切除例，2）H1症例，3）主

転移巣の大きさが5，0cm以下，4）単発転移例，5）小

範囲切除可能なもの，6）TW（一）であることと結論

し得た．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 大腸癌肝転移例に対する，肝切除術は治療法の一つとして確立している．しかし残肝再発を来す例もまれで

はない，本論文は，大腸癌転移に対する肝切除例を追跡し，残肝再発について，その有無，原病巣ならびに転

移巣の諸因子を検討し，残肝再発を来しにくい条件を明らかにしたもので，臨床上，学術上価値ある論文と認

める．
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